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学年末に向けてラストスパート！ 
 ２０２３年、令和５年が始まりました。本年もよろしくお願い

いたします。昨年末はＦＩＦＡワールドカップで大変盛り上がり

ました。残念ながら、日本は目標であったベスト８には達しませ

んでしたが、懸命に戦う姿を私たちに見せてくれました。今回の

ワールドカップで日本は９位となり、素晴らしい結果だったと思

います。１０月の全校朝会で、サッカー選手のメッシのお話を子

どもたちにしました。メッシの「努力すれば報われる？ そうじ

ゃないだろ。報われるまで努力するんだ」という言葉を紹介して、諦めないことがとても大事

だと伝えました。そのメッシ率いるアルゼンチンとワールドカップ２連覇をねらうフランスと

の決勝戦は、手に汗握る試合となりました。世界一流の技と、勝利への執念がぶつかり合う素

晴らしい試合であったと思います。まさに最後まで諦めない気持ちが、ＰＫ戦までもつれ込む

ことになったのではないでしょうか。 

 試合なので必ず勝ち負けがあります。大切なことは、勝負が決まった時、どのように次の行

動に移るかです。負けた時に次の勝利に向けて進むことができれば、これは「勝ち」。逆に勝っ

たがために、傲り怠惰に陥れば「負け」です。生きること自体も、この勝負ということから逃

れることはできません。 

 始業式の日、「勝負」ということについて、子どもたちに話しました。 

 例えば、朝起きる、起きない。朝、ぱっと起きられれば「勝ち」、眠いからと言って二度寝す

れば「負け」。学校の宿題をする、しない。宿題をすれば「勝ち」、さぼれば「負け」。このよう

に身近な出来事の中にも、常に勝ち負けがつきまといます。 

 「一年の計は元旦にあり」とあるように、新年にあたり子どもたちも目標を設定したようで

すが、その目標を達成するといっても、そのゴールは、一日一日、一瞬一瞬の積み重ねの先に

あります。今日の自分は勝てたのか。今月の自分はどうだろう。そんなことを考えながら、自

分の目標に向けて、日々努力を続けてほしいとお願いしました。ご家庭で

も目標に向かって進む子どもたちに、ぜひ励ましの風（言葉）を送ってく

ださい。 

 今学期は４９日間という短い学期になりますが、一年間のまとめを行い

ながら、次年度につなげていけるよう取り組んでまいります。引き続き、

ご理解とご協力をお願いいたします。 

  

3 学期の主な行事 
  １月 ４日（水）３学期始業式（３学期は４９日） 

  １月 ５日（木）～ 水泳教室（全８回） 

１月 ９日（月）～１３日（金）体験入学後期 

  １月１４日（土）リオ日学夏祭り 

２月１０日（金）漢字検定 

  ２月１７日（金）午前授業 (カーニバル交通渋滞回避のため) 

  ３月 ３日（金）さよなら遠足  

  ３月１７日（金）卒業式 修了式 離任式 



水泳教室がはじまりました  
 今年もフルミネンセクルービのプー

ルをお借りして、全８回の水泳教室を行

います。第１回目の昨日（５日）は行い

ました。初日は水慣れが中心でしたが、昨年の成果もあり子

どもたちはのびのびと泳いでいました。今年初挑戦の子ども

たちも水遊びをしながら、泳ぎの練習をしていきます。 

 今月下旬に参観日も設けていますので、子どもたちの水泳

教室の様子をご覧いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生が心を込め

て学校の花壇で育てた

サツマイモ。収穫の日、

土の中から出てくるサ

ツマイモに歓声が上が

っていました。味はど

うだったのかな…？！ 

低学年は、マナウス日本人学校の子ど

もたちとオンラインで交流授業を行い

ました。子どもたちにとって、貴重な経

験となりました。 

クリスマス会では、お母さんによる読み聞かせもあ

りました。みんな真剣に聞き入っていました。とっ

ても楽しいひとときでした。 

フレスコボ

ールの五十

嵐選手と一

緒に昼食を

食べながら、

いろいろな

お話をして

いただきま

した。 終業式で２学期に頑張った

ことを堂々と発表しました。 


